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〈〈シショョーートトレレポポーートト〉〉  

国国語語科科単単元元学学習習のの中中にに位位置置づづけけるる読読書書指指導導のの必必要要性性  

 

関関西西大大学学第第一一中中学学校校  教教諭諭  秋秋吉吉  和和紀紀  

11..本本稿稿のの目目的的  

本稿は、中等教育における読書指導の必要性を再確認し、そうした読書指導を国語科単元学習

の中に位置づけることを提案するショートレポートである。その試案として、本校(関西大学第一中学

校)で 2025 年 5 月に行った教育実習の教壇実習で行った中学 1 年生の単元学習の概要を提

示する。それに先だってまずは、そもそもなぜ本稿の提案に至ったのか、その背景について３つの観

点から述べていきたい。 

 

22..読読書書指指導導をを行行ううにに至至っったた背背景景  

((11))本本校校のの文文化化資資本本のの活活用用とといいうう観観点点かからら  

稿者は 2016 年から 2022 年までの 6 年間、本校の校務分掌の一つである「図書・情報部」に

所属しており、そこで主に図書館運営に関する業務に携わっていた。そこで二つの課題に直面する

ことになる。 

第一に書庫の保管状況である。当時、本校の所蔵図書は 55,000 冊を誇っていたが、その 1 割

から 2 割程度の本が旧校舎の奥深くにある書庫に保管されていた。しかし、その書庫は謂わば「本

の墓場」と化していた。調温・調湿機能がない場所で長年忘れ去られていたというのが正直なとこ

ろで、その半数近くが戦前かもしくは戦後初期の資料であり、ほこりとカビにまみれたものがあった

り、損傷がひどいものがあったりと、学校図書館の所蔵資料としては限界を感じるものばかりであっ

た。本来は適切な時期に適切な手順を経て除籍や放出を行うべきものであるが、それが塩漬けに

されている状況にあった。 

第二に図書の利用状況である。本校の図書館は他の私立大学附属併設校の図書貸し出し状況

に比べれば平均的な貸し出し状況ではある（例えば 2023 年度の本校中学生の年間の平均貸出

冊数は 5.7 冊である）。しかし、これも十分な量とは言えない。また、一つ目の課題とも重なるが、本

校の図書予算は一般的な学校図書館に比べればかなり潤沢な部類に入るが、除籍されるまでに

一度も貸し出された実績がない本や、一度だけ貸し出されただけで除籍される本(図書リクエスト

をした本人だけが借りた本)が多数見られた。こうした状況を図書館の担当者として経年で確認す

るうちに、授業計画と連動した選書および図書の利用を行わなければ、貸し出しそのものが増加し

ないという思いに行き着いたのである。こうした「死蔵」とも呼べるような図書利用の状況を脱却す

るために、また、本校の豊富な文化資本と学習者とを出会わせるために、国語科単元学習の中に

読書指導を位置づけるということの必要性を図書館運営の中で認識したのである。 

 

((22))「「読読書書離離れれ」」へへのの対対処処とといいうう観観点点かからら  

昨今の中等教育の学習者の読書状況は悪化の一途を辿っている。特に各種調査が経年変化で

示す指標を確認すると、ここ数年の中学生の読書状況の悪化が著しいことが確認できる。そのほか、

こうした各種調査は、その問い方にばらつきはあるものの、いわゆる「不読率」に関する質問項目を

がある。世界がこのようであることを、社会、歴史、科学、数理など、さまざまな観点から、それぞれの

〈ことば〉（概念）と論理で捉えようとするとき、やはりそこには、それまでのぼんやりした解像度の世

界観から、鮮明な世界像への転換があるし、そのためには、その主体の〈ことば〉の神経のつながり

が太く鮮やかなものになっていくことが必要です。この地点で、「国語」を教えるのに必要だった場

の構成やその安心、先生のふるまい、一つの答えを超える議論といった課題は、そのまま他の教科

教育の課題となるでしょう。 

国語に関して論者たちがいっていたことばを借りるなら、複数で「通じあい連帯することの価値と

その困難さ」の経験が元になって、「自己内部での対話」、すなわち思考する態度の原型が定着し、

太く柔らかな「主体的立場をつくる」ことにつながるように、教師を目指す学生たちこそが、その意味

を実践的に学べるように、教科教育は構想されなければならないと思われます。学生たちに生じた

転換のエネルギーが、そのまま現場へ続く軌道へ彼らを乗せていくように。 

 

 

［引用文献］ 

大村はま（1982）、『大村はま国語教室』、筑摩書房 

輿水實（1954）、『人間形成の国語教育』、有朋堂 

時枝誠記（1976）、『言語生活論』、岩波書店 

西尾実（1966）、『ことばの教育と文学の教育』、筑摩書房 

田近洵一（1975）、『言語行動主体の形成』、新光閣書店 
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必ず挙げていることが興味深い。その各種調査における不読率に関する内容を抽出してまとめたも

のが【表 1】である。  

 

かねてより小・中・高と学校段階が上がるごとに平均読書冊数が落ち込むことは、学校図書館に

関連する業界では良く知られている。そうした意味では、本校のような中等教育を担う学校では、そ

の最初期である中 1 の段階からいかに読書の習慣や文化を作っていくかということが重要になる。

不読率の上昇が注目を集める社会状況の中で、中１に対する読書指導は今後、全国的に取り組む

課題となることが予想される。 

 

((33))現現場場でで感感じじたた疑疑問問とといいうう観観点点かからら  

教科書をはじめ授業内で扱う教材を大切に思う教員は多い。学校の国語の授業で教材をしっか

りと読みこむことを教える教員もまた多い。それについてはもちろん稿者自身も異論はない。しかし

「教科書を超えた」あるいは「授業を超えた」読書というものが、中等教育の国語科の実践現場で

どれほど促されているだろうか。正直なところ授業でどれだけ一生懸命教えても、学習者が「授業

で教材を読むだけ」にとどまってしまい、授業外の読書は促せないというのが一現場教員としての

実感である。授業で読むことはトレーニングやガイドの場であって、本来は授業で得た知識や方法

を、授業を超えた場面で活かしていかなければいけない。授業を超えた場面で学習者が継続的に

読んでいけるように、伴走者のような形で継続的に読書を促す活動が重要であると稿者は考える

のである。 

誤解なきように付け加えると、授業を超えた場面での読書活動を現場の教員が軽視していると

いうことが言いたいのではない。多くの教員が、日常の場面でも学習者に本を読むことを願ってい

るであろうし、また、本を読むことの意義を学習者に語ることもあるだろう。しかし多くの場合、そうし

た授業外の読書については学習者の〈主体性〉に委ねられることの方が多いのではないだろうか。

ここで稿者が課題だと感じるのは、授業内での読むことの指導と、授業外で読むことを指導すること

の間に「指導の二面性」がないかということだ。つまり、教室における教材の読解指導も日常生活

における読書指導も、どちらも学習指導として必要であるにも関わらず、「A は必要だから必ずやり

なさい、B は必要だけど自分でやりなさい」という形で私たちは一貫性を欠いた指導を行っていな

いかということである。こうした課題は、かく言う稿者自身のこれまでの実践上の課題でもあった。こ

うした課題意識から、今回の単元を構想するに至ったのである。 

読書指導における〈主体性〉とは、「読書するか/しないか」を学習者に委ねることではない。授業

表１ 　 各種読書調査が示す不読率

調査 年 回答主体 不読率に関する内容

1
東京大学社会科学研究所・ ベネッ セ教育総合研究所

子どもの生活と 学びに関する親子調査202 4
2 0 2 4 生徒

1日の中で読書を「 しない」 （ 0分） と いう 回答した中学

生の割合は「 59 .8 % 」 である。

2
文部科学省　 国立教育政策研究所

令和7年度　 全国学力・ 学習状況調査
202 5 生徒

「 学校の授業時間以外に、 普段（ 月曜日から金曜日） 、

１ 日当たり どれく らいの時間、 読書をしますか（ 電子書

籍の読書も含む。 教科書や参考書、 漫画や雑誌は除

く ） 」 と いう 問いに対して、 「 全く しない」 と 回答した

中学生の割合は「 41 .6 % 」 である。

3
全国学校図書館協議会

第70回　 学校読書調査
202 5 生徒

5月の1ヶ月間に読んだ本が0冊の中学生の割合は｢

2 4 .2 % ｣である。

4
光村図書

第4回　 子どもの「 好き 」 に関するアンケート 調査
20 2 5 保護者

「 お子さんは、 1か月に何冊ぐらい本を読んでいます

か」 と いう 問いに対して、 「 読まない」 と 回答した中学

生の保護者は「 41 .2 % 」 である。
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から広がっていく読書や日常的な読書習慣を促進するのであれば、読書を継続的に行うことを前

提として、「何を読むか」ということを学習者に委ねるべきであろう。「指導」とはともすると学習者の

主体性を奪うように語られ、授業者の指導と学習者の主体性とがトレードオフの関係として捉えられ

ることがある。しかし、学習者の主体性を育むことと、授業者が何も指導しないこととは同義ではな

い。現代の学習者は、動画やゲームをはじめとする茫漠としたコンテンツの海の中に身を浸している。

稿者の考える読書指導は、そうしたコンテンツの海の中にいる学習者を読書へとフォーカシング(焦

点化)、もしくはエンクロージング(囲い込み)をすることである。こうした指導を行わないと、学習者は

茫漠としたコンテンツの波にのまれ、いとも容易く不読率に貢献してしまうだろう。 

以上、３つの観点から今回の単元構想に至った背景を述べた。そこにもう一つの動機を付け足せ

ば、本校で 2024 年から新図書館である「メディアライブラリー」が稼働し始めたことが挙げられる。

新施設が稼働したこと、また、そうした新施設をオープンスクールで見学し、それに興味を抱いた児

童が本校に入学したタイミングであったということも、読書指導を行うための追い風となったというこ

ともここに付け加えておこう。 

 

33..読読書書指指導導をを内内包包ししたた国国語語科科単単元元学学習習のの構構想想  

次に単元学習の実際を見ていく。本稿は、実際に教育実習で行った単元構想について試案とい

う形で示したい。今回は、全体的な単元について中心に記していくため、教材本文の詳細や評価の

方法については、別稿に譲りたい。ちなみに、本校の中１は 40 名×６クラス(合計 240 名)の生徒

数である。 

さて、今回の試みを教育実習で行った理由は二つある。一つには、教育実習が年度当初の５月

に行われるということである。年間を通しての読書指導の最初期の段階と教育実習との時期が重
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((33))現現場場でで感感じじたた疑疑問問とといいうう観観点点かからら  
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「教科書を超えた」あるいは「授業を超えた」読書というものが、中等教育の国語科の実践現場で
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るであろうし、また、本を読むことの意義を学習者に語ることもあるだろう。しかし多くの場合、そうし

た授業外の読書については学習者の〈主体性〉に委ねられることの方が多いのではないだろうか。
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における読書指導も、どちらも学習指導として必要であるにも関わらず、「A は必要だから必ずやり

なさい、B は必要だけど自分でやりなさい」という形で私たちは一貫性を欠いた指導を行っていな

いかということである。こうした課題は、かく言う稿者自身のこれまでの実践上の課題でもあった。こ
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読書指導における〈主体性〉とは、「読書するか/しないか」を学習者に委ねることではない。授業

表１ 　 各種読書調査が示す不読率

調査 年 回答主体 不読率に関する内容

1
東京大学社会科学研究所・ ベネッ セ教育総合研究所

子どもの生活と 学びに関する親子調査202 4
2 0 2 4 生徒

1日の中で読書を「 しない」 （ 0分） と いう 回答した中学

生の割合は「 59 .8 % 」 である。

2
文部科学省　 国立教育政策研究所

令和7年度　 全国学力・ 学習状況調査
202 5 生徒

「 学校の授業時間以外に、 普段（ 月曜日から金曜日） 、

１ 日当たり どれく らいの時間、 読書をしますか（ 電子書

籍の読書も含む。 教科書や参考書、 漫画や雑誌は除

く ） 」 と いう 問いに対して、 「 全く しない」 と 回答した

中学生の割合は「 41 .6 % 」 である。

3
全国学校図書館協議会

第70回　 学校読書調査
202 5 生徒

5月の1ヶ月間に読んだ本が0冊の中学生の割合は｢

2 4 .2 % ｣である。

4
光村図書

第4回　 子どもの「 好き 」 に関するアンケート 調査
20 2 5 保護者

「 お子さんは、 1か月に何冊ぐらい本を読んでいます

か」 と いう 問いに対して、 「 読まない」 と 回答した中学

生の保護者は「 41 .2 % 」 である。
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となるような文章を選定している。 

 

 

 

この単元において読書指導においては、授業実施に先行して１冊、授業実施と並行して１冊の読

書課題を設定している。授業実施前の読書課題については、そもそも「エッセイ」というジャンルにつ

いて具体的なイメージが湧かない中学１年生に対して、エッセイとはどのようなものかを実体験して

もらうための読書である。また、授業と並行してもう１冊の読書課題を設定している。これについては、

自分が実際にエッセイを書くにあたって参考になる表現や構成、使用してみたい語彙などを書き留

めるための読書である。それぞれに「読書プリント」と称して、「内容の要約」、「印象に残った言葉

やフレーズ」、「表現の工夫」を書きとめる A4 のプリントを用意し、記録させている。こうした記録用

紙は、その後に行った別の単元でも使用しており、年間を通して読書の記録をファイルにためて、自

身の読書の履歴が可視化できるようにしている。 

本単元全体を俯瞰した時の「読書指導」の目的は、「読むこと」が「目的」になる読書だけではな

く、「読むこと」が「手段」となる読書を意識しているということである。従来の読書指導とは、読むこ

とそのものを楽しむということに重点が置かれることの方が多いだろう。しかし、本単元では「読むこ

と」が「目的」になる読書はもちろんのこと、「読むこと」が「手段」となる読書も意識した読書課題

の設定をしているのである。言うなれば「書くために読む」という読書の仕方を学習者に提示してい

るのである。 

 

44..ままととめめにに代代ええてて  

 これまで国語科単元学習の中に読書指導を位置づける学習の提案を行い、本校で 2025 年 5

月に行った単元の概要を示した。本稿を記している現在は、「書くこと」のジャンルを短歌・俳句、新

聞投書などに広げ、それに応じた読書課題を提示している。そして、読書課題も年間で 34 冊を読

むペースで中 1 の学習者には促している。その結果、短歌・俳句、新聞投書で多くの成果を残した。
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また、年間の読書活動の一つの集大成として、紀伊國屋書店の梅田本店で中 1 の制作した POP

の優秀作品 40 点を店頭展示していただくこととなった。今後も国語科の授業だけではなく、本校の

中 2 での宿泊行事(和歌山)や中 3 での研修旅行(沖縄)等、学校全体の学習活動とも深く連携し

ながら、また「書くこと」とも深く連携しながら、読書活動を行っていきたい。年間全体の読書指導や

それと連動した学習活動については、別稿の機会を俟ちたい。 
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